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中部地方整備局①令和6年台風10号出水（概要）
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○ 台風第10号は勢力を保ったまま8月29日に九州に上陸し、中部地方に接近する前から当地方に多くの降雨をもたらした。三重県中南部、静
岡県中東部を中心に、降り始めからの累加雨量が多い所では500mmを超える降雨を観測。

○ 石田雨量観測所においては総雨量688mm（8/27 0:00 ～ 9/1 24:00）の降雨を観測し、総量・降雨強度ともに大きな雨となった。
○ 石田・当古・豊橋水位観測所では8/31に氾濫注意水位を超過した。放水路第一水位観測所では8/28・8/31に氾濫注意水位を超過した。

令和6年台風10号の等雨量曲線図

当古水位観測所付近の出水状況

8月29日00:00～8月31日24:00までの累加雨量（レーダー）

石田水位観測所（新城橋付近）の出水状況
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各観測所におけるピーク水位（石田・当古・放水路第一・豊橋）
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中部地方整備局
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②令和6年度の自然災害の被害状況（令和6年1月能登半島地震）

出典：国土交通省 令和６年能登半島地震における被害と対応 (https://www.mlit.go.jp/common/001767881.pdf) 

○ 令和6年1月1日16時10分にマグニチュード（M）7.6、深さ16kmの地震が発生し、石川県輪島市、志賀町で震度7を観測したほか、北海道から
九州地方にかけて震度6強～1を観測。

○ この地震により石川県能登に対して大津波警報、山形県から兵庫県北部を中心に津波警報を発表し、警戒を呼びかけ。
○ 気象庁は、1月1日のM7.6の地震及び令和2年12月以降の一連の地震活動について、その名称を「令和6年能登半島地震」と定めた。

■主要インフラの被害（河川、海岸、土砂災害）



②令和6年度の自然災害の被害状況（令和6年9月能登半島豪雨） 中部地方整備局
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○ 9月21日から22日にかけて、日本海の低気圧や前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不安定とな
り、線状降水帯が発生するなど石川県能登では記録的な大雨となった。

○ 1時間に100ミリ以上の猛烈な雨が降り続いたため、石川県記録的短時間大雨情報（1号から5号）を発表した。浸水害による危険度が更に高
まったため、輪島市、珠洲市、能登町に大雨特別警報（浸水害）を発表した。

○ 日最大1時間降水量は輪島で121.0ミリ、珠洲で84.5ミリ、月最大24時間降水量は輪島で412.0ミリとなり統計開始以来1位となった。

雨雲の動き（2024年9月21日09時00分
）

アメダス積算降水量分布図
（9月21日00時から9月23日24時）

毎時降水量時系列グラフ

出典：石川県金沢地方気象台 令和6年9月21日から23日の大雨に関する石川県気象速報

（https://www.jma-net.go.jp/kanazawa/shosai/tmp/20240921_sokuhou.pdf）

（2024年10月1日現在）

気象官署（金沢・輪島）の極値更新状況
地域気象観測所（アメダス）の極値更新状況

珠洲

輪島

（2024年10月1日現在） ※出典に一部追記をしております。

121

84.5



②令和6年度の自然災害の被害状況（令和6年9月能登半島豪雨） 中部地方整備局

＜石川県内＞
○ 石川県管理の21水系28河川において、氾濫による浸水被害を確認。緊急性の高い箇所から応急対策実施中。
○ 石川県内では、県管理の北河内ダム（町野川水系）、小屋ダム（鵜飼川水系）、八ヶ川ダム（八ヶ川水系）で洪水調節を実施。
＜全国＞
○ 国管理の最上川水系最上川（山形県戸沢村）で、本川からの逆流を防止するゲート設備の不具合により、農地浸水が発生。
○ 多目的ダム1ダムで事前放流を実施。40ダムで洪水調節を実施。

5

※令和6年10月10日5時 時点

出典：国土交通省北陸地方整備局 令和6年9月20日からの大雨による被害及び対応状況等について
（https://www.hrr.mlit.go.jp/bosai/20240920ooame/hisaizyokyo/hisaizyoukyo.pdf）



③流域治水プロジェクト2.0の取り組み状況（加速化・深化） 中部地方整備局
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⇒現在の河川整備計画に基づく対策や流域における各取組を推進するとともに、気候変動を踏まえて追加で必要となる
対策案の詳細については、更に議論を深めていく。

2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算
現行の河川整備計画が完了したとしても治水安全度は目減り
グリーンインフラやカーボンニュートラルへの対応
インフラDX等の技術の進展

○ 気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りすることを踏まえ、流域治水の取組を加速
化・深化させる。このために必要な取組を反映し『流域治水プロジェクト2.0』に更新する。

現状・課題 必要な対応

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇 約1.1倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量

約1.2倍

降雨量が約1.1倍となった場合

様々な手法の活用イメージ

同じ治水安全度を確保するためには、
目標流量を1.2倍に引き上げる必要

◆治水施設の多面的機能の活用
・平時における遊水地内の利活用
・MIZBEステーションの整備
（防災×賑わい創出）

◆溢れることも考慮した減災対策の推進
・粘り強い河川堤防の整備
・貯留機能保全地域における、
家屋のかさ上げ・移転

◆インフラDX等の新技術の活用
・洪水予測の高度化
・浸水センサの導入
・ドローンによる河川管理の
高度化・効率化

◆治水施設の多面的機能の活用
・ハイブリッドダムの取組推進

※現行の計画と同じ完了時期までに目標とする治水安全度を達成するため、
様々な手法を活用し、集中的に整備を進めることが必要

流量

期間

目標とする
完了時期

現在

必要な対応のイメージ

同じ治水安全度

＝

＜気候変動に対応し
た計画＞
6000トン

（50年に一度の洪水）

＜現行計画＞
5000トン

（50年に一度の洪水）

～～

気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに流
域対策の目標を定め、流域対策の充実。
対策の質・量・手段の強化
気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向
性を流域関係者と共有。



③流域治水プロジェクト2.0の取り組み状況（位置図） 中部地方整備局

豊川上流圏域

凡例

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

事前放流を実施するダム

実績浸水範囲（戦後最大の昭和44年8月洪水）

大臣管理区間

緊急浚渫推進事業
(沖野川)

霞堤対策（賀茂・金沢）

小堤

下水道（雨水）整備

緊急浚渫推進事業
（白鳥川・宝川等）

河道掘削
樹木伐採

※大臣管理区間以外は、県・市管理河川の 代表的な箇所（河川）を示

したものである。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更とな

る場合がある。

放水路の
機能保全・最大活用検討

霞堤対策（牛川・下条）

小堤

支川背水対策

森林整備・保全

河道掘削、樹木伐採

下水道（雨水）整備

流域貯留浸透事業
（豊川市）

治山施設の整備、森林整備・保全

設楽ダム建設

豊川下流圏域

森林整備・保全

森林整備・保全

河川整備計画作成中

豊川市

緊急浚渫推進事業等

設楽町

緊急浚渫推進事業等

新城市

緊急浚渫推進事業等

愛知県

河道掘削（緊急河川浚渫推進事業
を含む）、樹木伐採

治山施設の整備、森林整備・保全

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

●被害対象を減少させるための対策

●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

位置図

豊橋市

緊急浚渫推進事業等

緊急浚渫推進事業
(朝倉川)

【豊川市】

【国交省】

【豊橋市】

【豊橋市】

【国交省・愛知県・豊橋市】

【森林整備センター】

【国交省】

【豊川市】

【新城市】

【愛知県】

【愛知県】

【森林整備センター】

【国交省・水資源】

【国交省】

【森林整備センター】

【国交省・愛知県・豊橋市・豊川市】

治山施設の整備、森林整備・保全

【中部森林管理局】

砂防関係施設整備

河川整備計画作成中

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏ま
え、以下の取り組みを一層推進していくものとし、更に豊川の国管理区間においては、気候変動
(2℃上昇)下でも目標とする治水安全度を維持するため、河川整備計画で目標としている昭和44年
8月洪水に対し2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水において、浸水被害
を軽減させることを目指す。
○霞堤対策や浸水リスクが高い地域の「安全なまちづくり」に向けた立地適正化計画の推進、利水
ダム等の有効活用や河道掘削・樹木伐採等の河道改修、多自然川づくりの推進、霞堤地区浸水被
害軽減対策計画等のソフト対策の整備を実施する。

ソフト対策の推進

【豊橋市、豊川市、新城市、設楽町】

【豊橋市・豊川市】

【新城市】

【国交省】

・立地適正化計画に基づく「防災
指針」の作成、居住誘導等

・ハザードマップの作成・周知

・出前講座の実施

・霞堤地区浸水被害軽減対策計画

・要配慮者利用施設の避難確保計
画の作成

・水害リスクの高い区間の監視体
制の整備

・「みずから守るプログラム」の
普及促進

・防災講演会の実施

・三次元管内図による浸水想定の
見える化

・内外水統合の水害リスクマップ
の作成

【豊橋市】

・高台におけるまちづくりの推進
（土地区画整理事業）

・土地利用規制・誘導（災害危険
区域等）

・排水作業準備計画の検証

・避難場所や経路に関する情報周
知

・土砂災害警戒区域等の指定・周
知

【愛知県】

・防災講座・防災訓練
・住民の水害リスクに対する理解

促進の取組

・洪水プッシュ型情報配信

・水害リスクライン配信

・土砂災害リスク情報の現地表示

・洪水浸水想定区域図の作成

・水害リスク情報の空白域の解消

【全体】

移動式排水
ﾎﾟﾝﾌﾟ導入の
検討(豊橋市)
※写真はｲﾒｰｼﾞ

・移動式排水ポンプ導入の検討

※流域治水プロジェクト2.0で新た
に追加した対策については、今
後河川整備計画変更の過程でよ
り具体的な対策内容を検討する
。

【豊川市、新城市】

黒字 ： 流域治水プロジェク ト(現行)
赤字 ： 流域治水プロジェク ト2.0から の追加対策
直轄メニューは

事前放流
（利水ダム等4ダム）

森林整備・保全

【豊川市】
災害リスクを考慮した
立地適正化計画の推進

（豊橋市）

・災害リスクを考慮した立地適正
化計画の推進
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近年の激甚化・頻発化する水害に備え、豊川流域において、あらゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させ
る治水対策「流域治水」を計画的に推進することを目的として、「豊川流域治水協議会」を適宜開催している。

今回「第７回 豊川流域治水協議会」を開催し、令和５年度の関係者の取り組み内容を相互に確認すると共に、更
なる「流域治水」の発展に向けて協議・情報共有を行った。

【主な内容】

・規約改定案として「豊川霞堤地区浸水被害軽減対策協議会を本協議会の分科会として位置付け、相互に連携する」旨の追記、及び組織改正に伴う変

更について提案し、承認された。

・豊橋市：出水時の樋門・樋管の操作員の体力的負担軽減、操作時の安全確保を図るため、樋門・樋管の電動化を西郷廻り樋管、下条排水樋管、藤井

船溜樋管の３箇所で進めている。緊急浚渫推進事業債の制度を活用し、河川に堆積した土砂の除去、樹木の伐採等を進めている。また、ワ

ンコイン浸水センサ実証実験地区として登録して頂いた。

・豊川市：出前講座により気象情報やハザードマップの見方、避難行動等について説明し、好評を得ている。緊急浚渫推進事業債の制度を活用した対

応を進めている。立地適正化計画について令和７年度末に見直し時期を迎えるため、防災指針の策定を含めた改定を予定している。麻生田

調整池の整備が完了しており、豊川への負荷を軽減している。樋管・樋門の遠隔監視操作システムについて、地元負担軽減のために整備推

進をお願いしたい。

・設楽町：森林整備による水源涵養機能強化、土砂流出・崩壊防止を進めている。林業体験学習を実施し、将来の担い手育成を目指している。

・水資源機構：近年は雨が降る時、降らない時の差が非常に顕著でダム操作の難易度も高くなっている。今後もダム操作や管理の技術の習熟等、研鑽

に努めながら事前放流をはじめとする流域治水対策、豊川の水源管理を的確に実施していきたい。

豊橋河川事務所長

【開催概要】
日 時：令和6年3月4日（月）

14：00 – 15：30 
会 場：ホテルアークリッシュ豊橋
【主な議事】
・豊川流域治水協議会規約の改定
・これまでの取組状況等について
・豊川水系流域治水プロジェクト2.0

について
・流域治水の推進に向けて

愛知県建設局 局長代理 愛知県農林基盤局 局長代理 水資源機構 豊川用水総合事業部長

豊橋市長

林野庁 愛知森林管理事務所長 設楽ダム工事事務所長

豊川市長 新城市長 設楽町長 代理

中部地方整備局
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③流域治水プロジェクト2.0の取り組み状況



【主な内容】
豊川水防災サミット
• 令和5年度に実施した取組内容を報告するとともに、令和6年度に取り組む内容について報告・共有を図った。
• 代表的な取り組みについては、構成員を代表して、豊橋市、豊川市、新城市から報告を行った。
豊川及び豊川放水路洪水予報連絡会
• 洪水予報連絡会の令和5年度事業報告、令和6年度事業計画（案）を説明するとともに、平成13年～令和5年までの豊川放水路のゲート開閉実績を説明した。
• 自衛隊の組織改正に伴う規約改正について説明し、了承を得た。
豊川水防連絡会
• 水防に関する取り組みとして、水防活動の見える化、令和6年度水防月間について、話題提供した。
• 早めの避難により被害を免れた事例、能登半島地震で避難訓練が効果を発揮した事例、ワンコイン浸水センサについて情報共有を行った。
• 水防連絡会の令和5年度事業報告、令和6年度事業計画（案）を説明した。

【開催概要】
日 時：令和6年5月7日（火） 14：00～16：00
会 場：東三河建設事務所 ５階 大会議室およびWEB開催
出 席 者：■豊川水防災サミット

豊橋市、豊川市、新城市、
愛知県建設局・防災安全局、東三河建設事務所、
新城設楽建設事務所、名古屋地方気象台、
水資源機構豊川用水総合事業部、
陸上自衛隊豊川駐屯地、豊橋河川事務所
■豊川及び豊川放水路洪水予報連絡会
豊橋市、豊川市、新城市、愛知県建設局・防災安全局、
名古屋地方気象台、愛知県警察本部、
（一財）河川情報センター名古屋センター、水資源機構豊川
用水総合事業部、陸上自衛隊豊川駐屯地、豊橋河川事務所
■豊川水防連絡会
豊橋市 豊川市 新城市 東三河総局、

東三河総局新城設楽振興事務所、東三河建設事務所、
新城設楽建設事務所、豊橋河川事務所

○豊川の洪水から流域住民の命を守り、社会経済被害の最小化を目指す「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取り組みとして、国や愛知県管理
区間の関係機関の連携・協力により、豊川や豊川圏域の減災に係るハード及びソフト対策を計画的に推進してきた

○今回の総合サミットでは、令和5年度の実施内容を各機関から報告するとともに、令和6年度に取り組む内容を共有した。

～豊川水防災協議会（国事務局）、豊川及び豊川放水路洪水予報連絡会（国事務局） 、
豊川水防連絡会（国事務局）、豊川圏域水防災協議会（県事務局）の合同開催～

豊橋市豊橋河川事務所 愛知県建設局

WEB参加の
関係機関

水資源機構
豊川用水総合事業部

新城設楽
建設事務所

名古屋
地方気象台

防衛省
陸上自衛隊

豊川市 新城市
東三河

建設事務所
愛知県建設局

愛知県
東三河総局

名古屋
地方気象台

④豊川圏域大規模氾濫減災総合サミットの取り組み状況 中部地方整備局
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中部地方整備局
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④豊川圏域大規模氾濫減災総合サミットの取り組み状況

具体的な取組の柱 令和5年度の取組み概要 (具体的な取組の柱のうち、５つの柱を抜粋)

①広域避難計画の検討実施 ・西三河・東三河情報交換会を開催し、広域避難計画の検討を実施中。（豊橋市）

②教育現場での日常的な防災意
識の普及・啓発・学習・訓練

・小学校5校、中学校1校にて出前講座等の防災教育を実施、防災学習ホールを活用した啓発
の実施（新城市）

③要配慮者利用施設等の避難確
保計画の推進

・避難所となる公共施設や災害拠点病院等に毎月無線点検を実施。（豊橋市）

⑤ わかりやすい防災情報提供
・愛知県建築士会豊橋支部、愛知県建築士事務所協会東三河支部、民間建築確認申請機関２社、

宅建業者へ「霞堤地区 建築などをお考えの皆様へ」チラシの周知（豊橋市）
・霞堤地区で建築を考えている方用の啓発チラシを紹介（豊川市）

⑥ 水防計画の立案・水防活動の
強化

・５月、９月、１０月、１月に各種行事で加入促進PR活動を実施した。（豊川市）
・９月を消防団員募集強化月間とし、消防団と連携して加入促進PR活動を実施した。（豊川

市）

• 令和6年5月7日の豊川圏域大規模氾濫減災総合サミットでは、「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく
豊川の減災に係る取り組みにおいて、進捗のフォローアップを実施した。

①情報交換会の開催
（豊橋市:西三河・東三河情報

交換会）

②お出かけ講座の様子
（新城市）

⑥消防・防災ふれあい訓練
加入促進PR活動

（豊川市）

⑥商業施設での電光掲示板による
加入促進PR活動

（豊川市）



⑤豊川治水協定に基づく事前放流の実施状況
○ 豊川では、豊川水系内の全ての既存ダム（3ダム）を対象として、令和2年6月10日付けで治水協定を締結。
○ 治水協定の締結により、最大約490万m3確保されることとなり、洪水時に洪水調節に利用可能な容量は、総有効貯水容量の約12%に強化。
○ 令和6年5月の出水では、宇連ダム、大島ダムにて事前放流を実施。なお、令和6年台風10号の出水では、大野頭首工、宇連ダム、及び大島

ダムにて既に事前放流に対応する分の容量を確保していたため、事前放流は未実施。

中部地方整備局

◆豊川水系におけるダム（位置図）

◆事前放流の実施状況

◆治水協定における各ダムの洪水調節可能容量

洪水名 洪水期間 実施ダム数

令和2年梅雨前線 6/30～7/1 2

令和2年7月豪雨 7/3～31 2

令和3年梅雨前線 5/20～22 1

令和3年台風14号 9/17～18 2

令和4年台風14号 9/18～20 2

令和4年台風15号 9/22～24 1

令和5年6月台風第2号・梅雨前線 6/2～6/3 1

令和6年5月梅雨前線 5/26～28 2

令和6年6月梅雨前線 6/17～18 1

令和6年10月秋雨前線 10/3～4 1

令和6年12月時点11



小堤及び樋管等の整備を行います。

⑥霞堤地区浸水被害軽減対策事業の実施状況 中部地方整備局

12

• 豊川に現存する４つの霞堤地区（金沢、賀茂、下条、牛川）では、浸水が頻発しております。

• 現存する４霞地区の内、賀茂地区では令和５年度より樋管整備を開始しました。

◆豊川に現存する4霞堤地区

◆取組効果

平成最大の出水である平成23年９月洪水が再来しても外水

氾濫しない高さで小堤を整備することにより、これより小さな洪

水での被害を防ぎます。

◆ハード対策

【位置図】

【小堤整備後の河道断面イメージ】 【賀茂地区整備イメージ※】
※検討中のものであり今後変更になる可能性があります

簡易水位計活用状況
（霞堤地区 防災情報ポータルサイト）

◆ソフト対策

簡易水位計や回転灯の設置・運用を行い、避難や冠水地点

の通行止措置等に利用します。

賀茂地区整備状況（令和6年4月時点）

H23.9洪水（平成第一位）
より大きな洪水

豊川

間川



中部地方整備局
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⑦ワンコイン浸水センサの取り組み状況（浸水状況把握）

保険加入者
住宅への設置
による、被害
状況の把握、
保険金支払
いの円滑化

警備対象施
設における浸
水被害の早
期検知、対
応の迅速化

店舗施設
における浸
水被害の
早期検知、
対応の迅
速化

河川における
越水や破堤の
早期把握

各種ファシリティ
の浸水把握

地域の被害把握、災害対応の迅速化

浸水センサ

データ集約

河川管理

市町村

施設管理

保険会社

警備会社

店舗管理

排水ポンプ
車の配置の
迅速化

【既存の技術】 【技術開発】

ヘリによる調査

痕跡調査

リアルタイム性
・悪天候時に調査不可
・夜間調査不可

機動力
・広範囲の調査不可
・多数の人材確保
・専門の技術者が必要

・小型
・低コスト
・長寿命

ワンコイン浸水センサ

【災害時】
・早期の人員配置

道路冠水による通行止め
避難所の開設 等

・ポンプ車配置の検討
【復旧時】
・罹災証明（自治体等）の

簡素化・迅速化
・保険の早期支払い
・災害復旧の早期対応

など

令和3年度
・実証実験準備会合を開催
・実証実験に向けてセンサの仕様

や実施内容を検討・確定

令和４年度
・モデル地区となる自治体５市町

において、国・自治体・民間企
業等（10団体）にてセンサを設
置し、実証実験を開始

令和５年度
・モデル地区となる自治体を58に

拡大し、実証実験を継続

令和６年度
・モデル地区となる自治体を163

に拡大し、実証実験を継続
・必要に応じ、エリアを拡大

表示イメージ

浸水被害の把握

センサの特徴

官民連携による浸水域把握イメージ

堤防の越水・決壊などの状況や、地域における浸水状況の速やかな把握のため、浸水センサ
を企業や地方自治体等との連携のもと設置し、情報を収集する仕組みを構築

小型、長寿命かつ低コストで、堤防や流域内に多数の設置が可能な浸水センサ

活用イメージ

スケジュール

実証実験に用いている６種類の浸水センサ

（R６.７月 時点）



⑦ワンコイン浸水センサの取り組み状況（参加自治体） 中部地方整備局
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豊田市：17基
・日本工営：5基

幸田町：20基

大垣市：
・ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ：65基

磐田市：20基

函南町：10基
・NSTG：3基

津市：33基
・AIG損害保険：1基
・中央大学：7基
・損害保険ジャパン：3基

桑名市：13基
・中央大学：2基

熊野市：45基
・中央大学：9基

明和町：
・中央大学：1基（調整中）

：～R5実証実験参加自治体
：R6実証実験参加自治体
：自販機搭載型センサ調整中

自治体名：センサ設置予定数
（内：自販機搭載型センサ設置状況）

令和6年11月時点

センサ設置予定数 計 646基
～R5 ： 220基
R6追加 ： 426基

恵那市：10基

四日市市：23基
・四日市港管理組合：3基

東海市：
・知多メディアス：5基

鳥羽市：16基

浜松市：10基
・浜名梱包輸送（株）：4基

岐阜市：70基

沼津市：36基

土岐市：7基

豊川市：42基

清須市：11基

※数量は一部調整中を含む

安八町：10基

川根本町：3基

三島市：12基

豊橋市：13基

富士宮市：
・ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ：30基笠松町：4基

牧之原市：
・中央大学：2基（調整中）

岡崎市：79基
・損害保険ジャパン：1基
・中央大学：2基
・あいおいニッセイ同和損害保険：2基

インターネット公開中
https://c-sensor.river.go.jp/



中部地方整備局
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⑦ワンコイン浸水センサの取り組み状況（公開サイト・活用事例）

■活用事例～愛知県岡崎市～
○背景・参加目的

・H12、H20に市内各所で床上浸水被害に見舞われている
・近年のゲリラ豪雨によって浸水常襲地区以外においても
路上浸水被害を多数受けている
・浸水警報装置を設置している箇所もあるが、設置費・運用
費が高価であり、浸水状況の把握に苦慮している

○期待すること・実証実験後の予定

・リアルタイムで浸水範囲を把握
・河川周辺に設置し、河川氾濫状況の把握が可能か検証
・実用性を確認後、市が所有する情報防災システムへ浸水
情報を組み込む

○ワンコイン浸水センサ活用状況

水路 道路

浸水センサ
設置箇所

浸水センサ表示システム（一般公開）

https://c-sensor.river.go.jp/

拡大表示

地図画面

QRコードからアクセス↑

インターネットで一般公開中

R6.11月14日より浸水センサ表示システムの一般
公開を開始しました。※一部、公開にそぐわないセンサを除く



中部地方整備局⑧矢作川・豊川ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの取り組み

16出典：愛知県 矢作川・豊川CNプロジェクト・ポータルサイト (https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/cn-top.html )

○ 矢作川流域、豊川流域をモデルケースとし、“水循環”をキーワードに、再生可能エネルギー等の導入による国土強靱化を始め、森林保
全・治水・水道からエネルギーまでを含めた、官民連携で総合的かつ分野横断的にカーボンニュートラルの実現を目指す矢作川・豊川CN
（カーボンニュートラル）プロジェクトに取り組んでいる。

○ 2021年7月開催の「あいちカーボンニュートラル戦略会議」にて「矢作川CNプロジェクト」として検討に着手、2023年度からは豊川流域
を含む三河全域に対象地域を拡大し、「矢作川・豊川CNプロジェクト」として取り組んでいる。

2024年7月8日午後、岸田文雄内閣総理大
臣（当時）が視察のため来県。
矢作ダムにて林愛知県副知事から「矢作
川・豊川ＣＮプロジェクト」について説明した
。



中部地方整備局⑧矢作川・豊川ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの取り組み
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■東三河地域における取組例

建設中の設楽ダムでは、供用後のみならず、
建設時もCNに配慮

・ダム放流水を利用した水力発電

・下流河川の流況の改善による
水力エネルギーのポテンシャル向上

・建設時に発生する伐採木のバイオマス活用

設楽ダム（建設中）

浄水場の大規模更新の先駆けとして
CNに最大限配慮した次世代型の浄水場を整備

・小水力発電、太陽光発電、水素活用などを
推進

・PFIにより民間の技術力を活用

・豊橋市の小鷹野浄水場と連携推進

豊橋浄水場再整備

出典：愛知県公式WEBサイト



中部地方整備局⑨豊川河川維持管理計画の更新について
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○ 河川維持管理計画は、維持管理の目標、河川の状態把握の手法、具体的な維持管理対策を定めた計画です。
○ 河川維持管理に係る計画としては、河川整備計画があり、この中で河川特性や地域の実情を踏まえ、河川の維持の目的、種類及びその施

行箇所に関する基本的な事項が定められているところです。
○ 本計画は、概ね5年間を計画対象期間として、河川維持管理を適切に実施するために必要となる具体的な内容を定めたものです。また、計

画は河川、河川管理施設等の状況の変化、河川維持管理の実績、社会経済情勢の変化等に応じて適宜見直しを行います。

〇現在、概ね5年間を経過したため、豊川河川維持管理計画の更新を行います。

１．河川整備計画と河川維持管理計画との関係について

河川整備計画は、河川法（昭和３９年法律第１６７号）第１６条の２第１項に基づき、計
画対象期間（概ね２０～３０年間）における河川整備の具体的な内容を定めることにより、
河川整備の計画的な実施の基本となるものであり、河川の特性や地域の実情等を踏ま
え、河川の維持の目的、種類及びその施行箇所に関する事項を含むものである。

一方、概ね５年間を計画対象期間とする河川維持管理計画は、河川整備計画に沿っ
て、河川維持管理を適切に実施するために必要となる具体の内容を定めるものである。

出典：平成２３年５月１１日付国河環第１０号国土交通省河川局河川環境課長通知より

【主な更新内容】
・目次構成に沿った上で、時点更新を実施。
・DX等の新たな視点を加味した維持管理計画の検討を

実施し更新。


